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１ ． は じ め に
１４Ｃ年代値を利用する場合には、測定試料筒音Ｃ年代法の

原理に即した適した試料であるか否かの吟味が必要となる．
というのも／４Ｃ年代は以下の仮定が成り立つとして、得ら
れる年代であるからである．（１）大気中１ ‘Ｃ濃度が過去も
現在も一定であったこと．（２）生きている生物体を構成
している炭素の１４Ｃ濃度が大気中炭酸ガスの炭素の１４Ｃ濃度
と等しいこと．（３）生物遺体に死後外部から炭素の付加
がないことである．
しかし様々な試料において、これらの仮定を厳密には満

たさない例は多い．それ故、もし測定試料が上記の１４Ｃ年
代法の仮定を満たさないと考えられる場合、その効果が年
代にどの程度影響するのかを定量的に見積もることは重要
である．
陸産貝類化石の１４Ｃ年代はよく古めに出ると言われており
このことを１‘Ｃ年代異常と呼んでいる．例えば．
（Ｅｖｉｎｅｇａ／．、１９８０）では同-層準から採取した殼化石と
木炭、泥炭、骨などの１‘Ｃ年代を比較して殼化石で約３００年
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第１図：研究地域
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から１、２００年古べなっていることを示している．他にも、ＢｕｒｌｅｉｇｈａｎｄＫｅｒｎｅｙ（１９８２）、Ｇｏｏｄｆｒｉｅｎｄ
ａｎｄｓｔｉｐｐ（１９８３）、Ｇｏｏｄｆｒｉｅｎｄ（１９８７）で１４Ｃ年代異常が報告されている．１‘Ｃ年代異常の原因は丿
貝類が生きている時点の殼の１４Ｃ濃度が、当時の大気中炭酸ガスの１‘Ｃ濃度より低いことが原因であると考え
られる．つまり（２）の仮定が成立しない問題に相当する．
ＧｏｏｄｆｒｉｅｎｄａｎｄＳｔｉｐｐ（１９８３）はジャマイカ島の現生陸産貝類殼の１４Ｃ濃度分析から、石灰岩地域に生息

するすべての種について１ ‘Ｃ年代異常を報告している．殼の１ ‘Ｃ濃度が低い原因は年代の古い石灰岩の炭素が
殼の形成に利用されるためであると考えられる．石灰岩を摂取する陸産貝類がいることは野外での観察や飼
育観察で知られている．またＲｕｂｉｎ耐ａＭ’１９６３）では／４Ｃで標識した炭酸カルシウムを陸産貝類に摂取さ
せるトレーサー実験から、石灰岩の炭素が殼の炭素の約１０％程度を構成することが示されている．
鹿児島県大島郡喜界島はサンゴや有孔虫殼を多量に含む年代の古い石灰岩が陸上に豊富に存在している．

喜界島では陸産貝類殼化石が風成砂丘堆積物中の古土壌層によく保存されており、この化石の！４Ｃ年代を使
った研究が行われている．しかし、日本では陸産貝類の１４Ｃ年代異常についての研究は行われていない．
そこで本研究では，喜界島に生息する陸産貝類の１‘Ｃ年代異常を種別に定量化することを目的とした．ま

た／４Ｃ年代異常と石灰岩の寄与との関係，陸産貝類の軟体部と殼の炭素起源の違いについて報告する．最
後に現生試料から見積もった１‘Ｃ年代異常値を使って，風成砂丘堆積物から採取，測定した化石陸産貝類の
１４Ｃ年代と補正後の１４Ｃ年代を報告する．
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２ ． 試 料 採 取
１４Ｃ年代異常の見積もりは、現生植物と現生陸産貝類殼の１４Ｃ濃度を比較することで行うため、試料は同じ

年（１９９６年）に生きていた植物の葉と陸産貝類を採取した．試料採取は鹿児島県喜界島と静岡で行った（第
１図）．静岡では、石灰岩の寄与の小さい環境に生息する陸産貝類を得るために行った．また喜界島の風成
砂丘から陸産貝類化石を採取し測定を行った．第１表～第４表に試料の一覧を、また第２図に喜界島の試料
採取地点を示した．測定に用いた陸産貝類は喜界島産のＳｒａ卯１）ａｅｎ∂ρ／７ａｅｏ９ｒａｍｍ∂、Ｃｙｃ／ｏｐ１７０ｒｕｓ
回Ｑ／ｅｎｓ／ｓ、ノ４ａ・ｓｌ∂ｄｅｓｐｅｃｌ∂幻１ぐ∂／ｅｎｓ／ｓ、Ｃｃ・萌；１／（）わｔｊｓ／ｅｗ／ｓ／／、１-ｔｊｃ加ｅｎａｌ’耐／ｃｕ／ａｌａと静岡産の台三三豆２２崇鵬謳
ｄｅｓｐｅｃｌａｓ／ｅｂ・：；・ねゴ／ａｎａである．第７図に風成砂丘堆積物の柱状図と測定した１‘Ｃ年代を示した．ＬＳＣｎｏ．は
ベンゼン法のｃｏｄｅｎｏパ静岡大学）を、ＮＵＴＡｎｏ．は加速器法のｃｏｄｅｎｏ八名古屋大学）を示している．
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第２図：喜界島地質図と試料採取地点（中川、１９６９）に加筆

３ ． 方 法
１４Ｃ濃度の分析は、ベンゼン液体シンチレーション法（静岡大学）と加速器質量分析法（名古屋大学）を

用いて行った．植物葉と陸産貝類化石はベンゼン法のみ、現生陸産貝類（殻、軟体部）はベンゼン法と加速
器法の両方を用いた．加速器法では１個体以下、ベンゼン法では数＋個体程度を測定に用いている（第１表
～第４表）．現生の殼と軟体部の前処理は次のように行った．冷凍保存しておいた陸産貝類を洗浄し、１１０
°Ｃで乾燥させる．ピンセットで軟体部を抜き取った後、總）．１規定のＮａＯＨ溶液で煮沸処理を行い有機物を

除去した．蒸留水で洗浄して１１０°Ｃで乾燥させ乳鉢で粉末状にした．
軟体部は殼から抜き取ったものを、粉末状にし１規定のＨＣＩ溶液に浸した．反応が無いことを確かめ、蒸

留水で洗浄して１１０℃で乾燥させた．

４ ． 結 果ｉ ４ ●
Ａ．現生陸産貝類殻の１４Ｃ濃度
第５表に現生陸産貝類殼の１４Ｃ濃度とδ１３Ｃの測定結果を示した．ｍ。ｔｈｏｄのＢＮＺ．，ＡＭＳはそれぞれベンゼ

ン法，加速器法を意味する．１‘Ｃ濃度は％ｍｏｄｅｒｎで示した．％ｍｏｄｅｒｎは標準試料の１４Ｃ放射能に対する試料
の１４Ｃ放射能の比を百分率（‰）で示したものである．また１‘Ｃ年代値をｙｒ．Ｂ．Ｐ．で示した．
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第１表：現生陸産貝類の殼と軟体部の試料一覧（ベンゼン法）
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第２表：喜界島現生植物葉の試料一覧（ベンゼン法）

ｐＡ 殼 ≦１９９５

採取地点試料の種類採集年ＬＳＣｎｏ．

-

成 長 度 Ｌ Ｓ Ｃ ｎ ｏ ，

ｍａｔｕｒｅＳＵＲＢＳ-４５

ｍａｔｕｒｅＳＵＲＢＳ-４３

ｍａｔｕｒｅＳＵＲＢＳ-４１

１ｍｍａｔｕｒｅＳＵＲＢＳ-３０

ｍａｔｕｒｅＳＵＲＢＳ-１２

ｍａｔｕｒｅ＋
ｉｍｍａｔｕｒｅＳＵＲＢＳ-４４

ｍａｔｕｒｅＳＵＲＢＳ-４６

ｍａｔｕｒｅＳＵＲＢＳ-４０

ｍａｔｕｒｅＳＵＲＢＳ-５２

ｍａｔｕｒｅ十
ｉｍｍａｔｕｒｅＳＵＲＢＳ-４７

ｍａｔｕｒｅＳＵＲＢＳ-１５

垂三ｐｌ-Ｈ．ｒ．ｌｅａｖｅｓＨ／ｂ／ｓｃｕｓＲｏｓａｓ／ｎθｎｓ／ｓ

Ｐ．循ｐ３-Ｐ．ｋ．ｌｅａｖｅｓＰ／ｐｅｒｋ∂ｄｚぽ∂

Ｐ．ｋ・ｐ４-Ｐ．ｋ．ｌｅａｖｅｓＰ／ρθΓｋ∂ｄｚぽａ

１
３
４

ｐ

ｐ

ｐ

植物葉１９９６ＳＵＲＢＳ-４９

植物葉１９９６ＳＵＲＢＳ-２８

植物葉１９９６ＳＵＲＢＳ-２９

４．ａ瓦

ｊ４．ｄｊ（．

４．ｄｊ（．

ＮＵＴＡ
度 ｎ ｏ ．

ｐ６-Ａ．ｄ．ｋ．ｓｈｅｌｌ（ａｍｓ-Ｇ）４ｃｕｓｌａｄｅｓｐｅｃｌａ幻１（ａ／ｅｎｓｊｓｐ６ 殼 １９９６

１９９６

１ ｉｍｍａｔｕｒｅ５４６４

１ｍｍａｔｕｒｅ５４６５

Ａ．ｄ．ｓ．

４．（ＩＳ．

ｐｓ-Ａ．ｄ．ｓ．ｓｈｅｌｌ（ａｍｓ-｜）

ｐｓ-Ａ．ｄ．ｓ．ｂｏｄｙ（ａｍｓ-ｌ）

４ｃｕｓｌａｄｅｓｐｅｃｌ∂ｓ／∂ｂｏ／ｄｌａｎ∂

ノｌｃｕｓｆａｄｅｓｐ∂ｃｌａｓ／ｅｂｏ／ｄ紬ｎａ

産貝類化石の賦料一覧（ベンゼン法）

ｐｓ

ｐｓ

殼
軟体部

１９９６

１９９６

１

１

ｉｍｍａｔｕｒｅ５６１３

１ｍｍａｔｕｒｅ５６１４

Ｓ・ｐ，ｐ６-Ｅ３，ｐ．ｆｏｓｓｉｌＳｒａｄｙｂａｅｎａμ・ａｅｏｇｒａｍｍａ

Ｓ・ρ．ＫＤ-ＦＬＳ-Ｐ８ｒａｄｙｂａｅｎａｐｌ・ａｅｏｇｒａｍｍａ

Ｃ．１７ＫＤ-ＦＬＳ-ＣＣｙｃ／ｏｐ１７０ｒｕｓｌｌｅ漬／ｏｌｓｊ

４．ｄ．ｋ．ＫＣ-ＬＩ-ＦＬＳ-Ａ４ｃｕｓｆａｄｅｓｐｅｃｌａｌぐ汝∂／ｅｎｓ／ｓ

Ａｄｊぐ・ＫＣ-Ｌ２-ＦＬＳ-Ａ・４ｃｕｓｌ・∃ｄｅｓｐｅｃｌａｌぐ汝∂／ｅｎｓ／ｓ

ｊ４．ｄｊぐ・ｐ７-Ａ．ｄ．ｋｊｏｓｓｉｌＡｃｕｓｒａｄｅｓｐｅｃｌａｌぐμぐａ／ｅｎｓ／ｓ

採取地点試料の種類個体数成長度ＬＳＣｎｏ．

ｐ６殼化石ｃａ５０ｍａｔｕｒｅＳＵＲＢＳ回遊

ｐＤ

ｐＤ

ｐＣ

ｐＣ

ｐ７

殼 化 石 - ｍ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ Ｓ Ｕ Ｒ Ｂ Ｓ - ０ １

殼 化 石 一 ｍ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ Ｓ Ｕ Ｒ Ｂ Ｓ - ０ ２

殼 化 石 - ｍ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ Ｓ Ｕ Ｒ Ｂ Ｓ - １ ０

殼 化 石 - ｍ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ Ｓ Ｕ Ｒ Ｂ Ｓ - １ １

殼 化 石 ８ ８ ｍ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ Ｓ Ｕ Ｒ Ｂ Ｓ - ５ ４

- ２ ０ ３ -



ｌ に ｛ ｝ ） ｛ ｜

第５
表
：
現
生
陸
産
貝
類
殼
の
１
４
Ｃ
濃
度

ｌａ
ｎｄ
-

１
４
Ｃ
±１
び

δ１
３Ｃ

ｓ
ｎ
ａ
ｉ
ｌ
ｓ
ａ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
（
％
ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
ｎ
）
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｏ
ｄ
（
‰
）
／
Ｐ
Ｄ
Ｂ

熹
界
島

Ｓ・
ρ・

Ｓ・
ρ・

Ｓ・
ρ・

８・
ρ・

ｐｌ
-Ｂ
．ｐ
．ｓ
ｈｅ
ｌｌ

ｐ３
-Ｂ
．ｐ
．ｓ
ｈｅ
ｌｌ

ｐ６
-Ｂ
．ｐ
．ｓ
ｈｅ
ｌｌ
-ｍ
ａｔ
．

ｐ６
-Ｂ
．ｐ
．ｓ
ｈｅ
ｌｌ
-ｉ
ｍｍ
．

Ｂ
Ｎ
Ｚ
．

Ｂ
Ｎ
Ｚ
．

Ｂ
Ｎ
Ｚ
．

Ｂ
Ｎ
Ｚ
．

Ｂ
Ｎ
Ｚ
．

-１
０
．
８

-１
１
．
８

-１
０
．
９

-１
０
．
９

-９
．
１

第
６
表
：
喜
界
島
の
現
生
植
物
葉
の
１
４
Ｃ
濃
度

１
４
Ｃ
±１
び

δ１
３Ｃ

ｌ
ｅ
ａ
ｌ
ｓ
ａ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
（
％
ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
ｎ
）
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｏ
ｄ
（
‰
）
／
Ｐ
Ｄ
Ｂ

Ｈ
．
ｒ
ｐ
ｌ
-１
-１
．
ｒ
．
ｌ
ｅ
ａ
ｖ
ｅ
ｓ
１
１
４
．
３
±１
．
３
Ｂ
Ｎ
Ｚ
．

Ｐ
．
紀
ｐ
３
-Ｐ
．
ｋ
．
ｌ
ｅ
ａ
ｖ
ｅ
ｓ
１
１
２
．
３
±１
．
３
Ｂ
Ｎ
Ｚ
．

Ｐ．
ｋ

- ｎｌ
ｅａ
ｎ

Ｐ
．
ｋ
．
ｌ
ｅ
ａ
ｖ
ｅ
ｓ
１
１
１
．
４
±１
．
２
Ｂ
Ｎ
Ｚ
．

１
１
２
．
７
±１
．
５

第
７
表
：
現
生
陸
産
貝
類
（
殼
と
軟
体
部
）
の
１
４
Ｃ
濃
度

ｌａ
ｎｄ
-

１
４
Ｃ
±１
び

-２
９
．
１

-３
０
．
６

-３
２
．
０

δ１
３Ｃ

ｓ
ｎ
ａ
ｉ
ｌ
ｓ
ａ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
（
％
ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｍ
）
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｏ
ｄ
（
‰
）
／
Ｐ
Ｄ
Ｂ

喜
界
島

迫
匹
ｐ
ｌ
，
３
，
４
-Ｃ
．
ｋ
．
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ

１
１
３
．
１
±１
．
８
Ｂ
Ｎ
Ｚ
．

-２
５
．
１

三
皿
ｐ
４
-
Ｃ
．
ｋ
．
ｓ
ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
１
１
５
．
０
±
１
．
５
Ｂ
Ｎ
Ｚ
．
-
１
１
．
９

Ａ
．
ｄ
．
肥
ｒ
）
（
５
-Ａ
．
ｄ
．
ｋ
３
ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
（
ａ
ｍ
ｓ
-Ｇ
）
１
０
８
，
０
±１
．
０
Ａ
Ｍ
Ｓ

-１
２．
３

．
４
．
ｄ
．
ｋ
ｐ
６
-Ａ
．
ｄ
．
ｋ
．
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
（
ａ
ｍ
ｓ
-Ｇ
）
１
１
３
．
５
±１
．
１
Ａ
Ｍ
Ｓ
-２
６
．
４

湘
尚

４．
ｄ．
ｓ．

Ａ．
ｄ．
ｓ．

ｐｓ
-Ａ
．（
１ｓ
．ｓ
ｌｌ
ｅｌ
ｌ（
ａｍ
ｓ-
｜）

ｐｓ
-Ａ
．ｄ
．ｓ
．ｂ
ｏｄ
ｙ（
ａｍ
ｓ-
｜）

１１
０．
３土
０．
８

１
０
５
．
６
±１
．
０

Ａ
Ｍ
Ｓ

Ａ
Ｍ
Ｓ

-１
３
．
５

-２
６
．
３

ｐｌ
-Ｃ
．ｋ
．ｓ
ｈｅ
ｌｌ

ｐ３
-Ｃ
．ｋ
．ｓ
ｈｅ
ｌｌ

Ｂ
Ｎ
Ｚ
．

Ｂ
Ｎ
Ｚ
．

Ｂ
Ｎ
Ｚ
．

Ｃ
．
鋤

三
皿

Ｃ．
ｋ．

- ，
４
．
鋤
疸

Ａ
．
ｄ
．
循

Ａ．
ｄ．
１（
．

ｐｌ
-Ａ
Ｊ．
ｋ．
ｓｈ
ｅ１
１

ｐ３
-Ａ
．ｄ
．ｋ
．ｓ
ｈｅ
ｌｌ
（ａ
ｍｓ
-Ｂ
）

１０
１．
９士
１．
２

１
０
９
．
２
士
１
．
４

１
０
４
．
０
士
１
．
３

９
８
．
８
士
１
．
２

１
０
６
．
９
±０
．
８

- １
１
１
．
８
士
１
．
３

１１
５．
９士
１．
５

１
１
５
．
０
±１
．
５

- １
０
３
．
２
士
１
．
４

１
０
８
．
４
士
０
．
８

１
０
８
．
０
±１
．
０

ＢＮ
Ｚ．

Ａ
Ｍ
Ｓ

Ａ
Ｍ
Ｓ

-１
１
．
４

-１
２
．
３

-１
１
．
９

一 一
１
１
．
４

-１
１
．
１

-１
２
．
３

１
-
．
ｒ
・
１
：
）
３
七
．
ｒ
．
ｓ
ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
（
ａ
ｍ
ｓ
-
Ｄ
）
９
６
．
３
±
０
．
８
Ａ
Ｍ
Ｓ
-
１
１
．
２

□
齢
尚

・
４
．
ｄ
．
ｓ
・
ｐ
ｓ
-Ａ
．
ｄ
．
ｓ
，
ｓ
ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
（
ａ
ｍ
ｓ
-｜
）
１
１
０
．
３
±０
．
８
Ａ
Ｍ
Ｓ

-１
３
．
５



Ｂ．現生植物葉の１４Ｃ濃度
第６表に１９９６年６月，７月に喜界島で採取した植物葉の１４Ｃ濃度とδ１３Ｃの測定結果を示した．３試料は測定

誤差２，ｙで一致し，平均は１１２．７±１．５％（１ぴ）である．

Ｃ．殻と軟体部の１４Ｃ濃度
第７表に殼と軟体部の１４Ｃ濃度とδ１３Ｃの分析結果を示した．

５ 。 考 察
Ａ．現生陸産貝類殼と現生植物葉の１４Ｃ濃度
殼の１‘Ｃ濃度は２試料を除いてすべて１００％以上の高い濃度を持っていた．殼（ＣａＣＯ３）は、主に代謝活

動で生成する炭酸ガス起源の炭素を利用して形成されると考えられる（ＣａｎｐｂｅｌｌａｎｄＳｐｅｅ９、１９６９）．
従って殼の１４Ｃ濃度は、陸産貝類が摂取した植物の１４Ｃ濃度を強く反映すると考えられる．植物葉の１４Ｃ濃度
は平均１１２．７±１．５％であり、殼が１００％以上の１‘Ｃ濃度を持っているのは、植物の高い１４Ｃ濃度が原因である
と考えられる．また植物の１４Ｃ濃度が１００％以上である原因は、ソースとなった大気中炭酸ガスの１‘Ｃ濃度が
核実験の影響をうけて高いためであると考えられる．第３図は大気中炭酸ガスの１４Ｃ濃度と植物の１４Ｃ濃度を
１９５０年代-１９９６年にかけて年々測定した結果である．
縦軸は％ｍｏｄｅｒｎ、横軸は西暦である．１９５０年代-
ＩＳ１６４に行われた大気圏核実験の影響で／４Ｃ濃度が
最大２００％程度まで増加し実験停止後は減少傾向に
あることを示している．ここ数年間の減少率は小さ
く．依然１９５０年以前の１４Ｃ濃度よりも＋数％ほど高
い値である．喜界島の植物も同様ｔこ１９９６年の時点
で＋数％ほど高い濃度を示している／４Ｃ年代法は、
生きている生物体の１４Ｃ濃度が大気中炭酸ガスの１４Ｃ
濃度と等しいとき得られる年代である．植物の１４Ｃ
濃度は大気中炭酸ガスの１ ‘Ｃ濃度と等しいと考えら
れるため、殼の１４Ｃ濃度が同時期に生きていた植物
の１４Ｃ濃度と等しければ年代法の原理に合致してい
るといえる．もし殼の１４Ｃ濃度が植物の１４Ｃ濃度より
も低い場合は、殼の１４Ｃ濃度初生値が低いことにな
るから１ ‘Ｃ年代異常があるということになる．そこ
で現生試料（１９９６年）の植物葉と陸産貝類殼の１４Ｃ
濃度を比較し１４Ｃ年代異常の見積もりを行った．
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Ｂ．陸産貝類殼の１ ‘ Ｃ年代異常
第８表に計算した陸産貝類殼の１４Ｃ年代異常値を示した。
’４Ｃ年代異常は現生陸産貝類殼の１４Ｃ濃度と現生植物の１４Ｃ

濃度の割合から求めた／４Ｃ年代異常は次の計算式から
見積もった。

１４Ｃ年代異常
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第 ３ 図 ： 大 気 ， 植 物 の ’ ４ Ｃ 濃 度 経 年 変 化
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第４図：１‘Ｃ濃度（％ｍｏｄｅｒｎ）と１‘Ｃ年代異常の関係曲線
一植物の１４Ｃ濃度を１１２．７％としたときの曲線-



士Ｎ°土％ｍｏｄｅｌ’ｎ（ｓｈｅｌｌ）
ＮＯ°％ｍｏｄｅｒｎ（ｍｏｄｅｒｎｌｅｉｌｆ：１１２．７％）

士ＮＯ°％ｍｏｄｅｒｎ（ｍｏｄｅ・’ｎｌｅａｆ：１．５％）
Ｎに測定した殼の％ｍｏｄｅｒｎ，ＮＯに植物葉の％ｍｏｄｅｒｎの
値を代入する．式ｔ＝（-１／．λ）゛ｌｎ（Ｎ／ＮＯ）をグラフ化したも
のを第４図に示した．横軸は％ｍｏｄｅｒｎ，縦軸は見積もった１‘Ｃ年代異常値である．例えば殼の１４Ｃ濃度が，現
生植物葉と同じ１１２．７％であれば１‘Ｃ年代異常値ｔ＝Ｏと計算される．また殼の１‘Ｃ濃度が１００％であれば１‘Ｃ年代
異常値は９６０年と計算される．
第５図は喜界島の現生植物葉の１４Ｃ濃度と陸産貝類の１４Ｃ年代異常値を種ごとにまとめて示した図である．

右側の縦軸は％ｍｏｄｅｒｎ（１０９スケール），左側の縦軸は計算した１４Ｃ年代異常値を示している．各測定値の
エラーバーは％ｍｏｄｅｒｎの測定誤差１（ｙを示している．１４Ｃ年代異常値の誤差１（ｙは１６０年以下である．現生
植物葉の１４Ｃ濃度については３試料の平均（１１２．７％）と標準偏差１（ｙ（±１．５％）の範囲を示している．
８ｒａ卯かａｅｎａｐ／７ａｅｏｇｒａｍｍａではすべての個体群において１４Ｃ年代異常がみられ，平均は６４０±３２０（ｙ「．±
１び」であった．ノ１ｃｔｊｓｌａｄｅｓｐｅｃｌａＭｋａｊｅ，７ｓｊｓにおいても１４Ｃ年代異常がみられ，平均は４５０±２２０（ｙ「．±１
則であった．１-ｔｊ（ｊ７ｔｊｅｎａｒｅｔ／（；ｕ／ａｔａでは最大値１２６０±１３０（ｙ「．±１び」を示していた．Ｃｙ，ｃ／，：，１，１７．ｒｕｓ
ｌ（ｊｌ（ａ／ｅｎｓ／ｓ平均は１１４．２±２．２％であり，植物葉の平均１１２．７±１．５％と標準偏差１，ｙで一致し１‘Ｃ年代異常
がない種であると考えられる．Ｃ，：：．７／ｇ／／ゎむｓ／ｅ❹ｓ／／関しては死殼試料であるため１‘Ｃ年代異常があるかどう
かは確かめられなかった．

Ｃ．１４Ｃ年代異常と石灰岩の寄与の関係について
１４Ｃ年代異常のばらつきを比較すると，１‘Ｃ年代異常のあるＳｒａ卯ゎａｅｎａｆ功ｊｇ（）ｇｒａｍｍａと．４ｃ・ｊｓｌａ

・：ｙｅｓｐｅｃｌａｌ（欣ａ／ｅｎｓ／ｓでばらつきが大きく，１‘Ｃ年代異常のない（コｙｃ叫，１７・ｒｔｊｓｌ（μ（ａ／ｅｎｓ／ｓでばらつきが小さ
いという特徴があった．１‘Ｃ年代異常のないＣｙｃ／・ρ／ｌｏｒｕｓｌぐ欣∂／ｅηｓ／ｓで比較的ばらつきが小さい理由は，植
物のみを摂取し石灰岩を取り込まないからだと考えられる．また１ ‘Ｃ年代異常のある種でのばらつきの主な
原因は，石灰岩を取り込む割合が個体群によって異なること，また地点により石灰岩の１ ‘Ｃ濃度が異なって
いる可能性の２つが考えられる．
次に静岡産のノ１ｃｕｓｌａｄｅｓｐｅｄａｓ／ｅｌ，ｃ：，／，ゴ／ａ，７ａと喜界島産の・４ｃｕｓｒａｄｅｓｐｅｄａｌ（欣ａ／ｅｎｓ／ｓの１４Ｃ年代異常を

比較した．静岡産のノ１ｃｕｓｌａｄｅｓｐｅｃｌａｓ／ｅｌ，ｃ；，／ｄ／ａｎａの１‘Ｃ年代異常は１７０士１３０，喜界島産のメｌｃｕｓｌａ
ｄｅｓｐｅｄａｌ（／１（ａ／ｅｎｓ／ｓの１４Ｃ年代異常の平均は４５０±２２０（ｙ「．Ｂ．Ｐ．」であった．，４ｃｕｓｌａｄｅｓｐｅｃｌａ
ｓ／ｅｂ（：）／ｄ／ａｎａと４ｃｔｊｓｌａｄｅｓｐｅ（カノ（汝ａ／ｅｎｓ／ｓが同種に分類されることから，この１‘Ｃ年代異常の違いは石灰
岩の有無という生息環境が原因しているのかもしれない．

Ｄ．殼と軟体部の１４Ｃ濃度の比較
第６図は種ごとに殼と軟体部の１‘Ｃ濃度を

比較したものである．１ ‘Ｃ年代異常のない
Ｃ｝／ｃ／ｏぶ）カｏｒｕｓｌ（欣ａ／ｅｎｓ／ｓでは殼と軟体部
の１４Ｃ濃度は誤差１ぴで一致したが，１‘Ｃ年
代異常がみられたノ１ｃｕｓｌａｄｅｓｐｅｄａ
ｌｃ／ｌｃａ／ｅ，７ｓ／ｓでは殼の１４Ｃ濃度が約６％軟体
部よりも低かった．この２種の軟体部の
１４Ｃ濃度は植物の１４Ｃ濃度と誤差１，ｙ内で一

致し，軟体部の炭素起源は現生植物である
と考えられる．またメ１ｃｔｊｓｌａｄｅｓｐｅｄａ
ｌ（欣ａ／ｅｎｓ／ｓで殼の１４Ｃ濃度が約６％軟体部よ
りも低いことを考えると，石灰岩起源の炭
素は殼だけに利用されている可能性が考え
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第６図：殼と軟体部，植物葉の１４Ｃ濃度の比較

第２７図：殼と軟体部，植物葉の｀‘Ｃ濃度の比較
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第８表：現生陸産貝類殼の計算される１４Ｃ年代異常値
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５％現生植物よりも高い結果であり、この原因についてはわからなかった

、Ｅミ．陸産貝類化石の１４Ｃ年代と１‘Ｃ年代異常の補正について
第９表に測定した化石陸産貝類の１４Ｃ年代値の一覧を示した．また第７図に砂丘堆積物の柱状図と測定した

陸産貝類化石の１４Ｃ年代を示した．第９表は現生試料から見積もった１“Ｃ年代異常値を種ごとにまとめたもの
である．この平均値を用いて陸産貝類化石の１４Ｃ年代を補正した．補正後の１４Ｃ年代値の一覧を第９表に示し
ている．また第７図にも補生後の１・ｃ年代（下線）でを示した．

ａ．完新世の砂丘堆積物（ｐ６、ｐ７、ｐｃ）
補正前のＳＵＲＢＳ-１０とＳＵＲＢＳ-５４の１“Ｃ年代はそれぞれ５１０士６５、８３０±１０５．補正後のＳＵＲＢＳ-１０と

ＳＵＲＢＳ-５４の１４Ｃ年代はそれぞれ６０士２２０、３８０±２２０となった．補正後の１４Ｃ年代は誤差ｌｃｙ内で一致してい
る．これは１‘Ｃ年代異常の平均の誤差が２２０年と大きいためである．つまり１４Ｃ年代異常のばらつきを考慮す
るとＳＵＲＢＳ-１０とＳＵＲＢＳ-５４の年代は一致しているといえる．ＳＵＲＢＳ-１１とＳＵＲＢＳ-５５では年代の一致は見
られなかった．
Ｐ７とＰＣの上位の層は同時代のであり、Ｐ６とＰＣの下位の層は異なる時代の可能性；び強い．風成砂丘におい
て、化石層の保存は地形の影響などで砂丘全域で同時期におきなかった可能性が考えられる．

ｂ ． 更 新 世 の 砂 丘 堆 積 物 （ ｐ Ｄ ）
同-層で採取した２種の１４Ｃ年代を測定した．∂ｒａ卯ゎａｅｎａｐ／７ａｅｏｇｒａｍｍａ（ＳＵＲＢＳ-１）で：３１，０００±７５０，

ＣＬ｝／ｃ／ｏｐ／７ｏｒ・ｊｓｌ（欣ａ／ｅｎｓ／ｓで：３１，４００±７５０（ＳＵＲＢＳ-２）であった．この２つの年代差は約４００年で誤差ｈｙ
内で一致している．補正後の１４Ｃ年代はそれぞれ３０，４００±７５０（ＳＵＲＢＳ-１），３‘１，４００±７５０（ＳＵＲＢＳ-２）
であり，補正後の方が年代差が約１，０００年第９喪：陸産貝類化石の１４ｃ年代値（１４ｃ年代異常補正前と補正後）
と大きくなったが誤差ｌｃｙ内で一致してい
た．更新世の陸産貝類化石では測定誤差が
１４Ｃ年代異常に比べて大きいので今後、１‘Ｃ

年代異常の補正を考えなくても測定誤差内
で妥当な年代を得られると考えられる．
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第７図：喜界島風成砂丘の柱状図と化石陸産貝類の１４Ｃ年代
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６ ． ま と め

Ａ．Ｓｒａ卯ｂａｎａｐ／７ａｅｏｇｒａｍｍａ，ノ１ｃむｓｒａｄｅｓｐｅｃ胎１ぐ欣ａ／ｅｎｓ／ｓ，１-ｕｃ／７ｔｊｅｎａｒｅｌ／ｃｕ／ａｌａで１４Ｃ年代異常
が 見 ら れ た （ 第 １ ０ 表 ） ． １ ４ Ｃ 年 代 異 常 は 同 一 種 内 で も ば らつ き が あ る た め ， 化 石 陸 産 貝 類 の １ ４ Ｃ 年 代 異 常 を 補

正 す る 時 に は ， こ の １ ４ Ｃ 年 代 異 常 の ば ら つ き も 考 慮 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る ．

Ｂ．Ｃｙｃ／○ρ１‘１０ｒｕｓｌ，・／１（ａ／ｅｎｓ／ｓでは１‘Ｃ濃度異常が見られず，石灰岩地域でも１‘Ｃ年代異常のない種がいるこ
とがわかった．また１‘Ｃ年代異常がないＣｙｃ／・ρ１７０ｒｕｓｌ（／ｋａ／ｅｎｓ／ｓは前鯨亜綱，他の年代異常が見られた種は
有肺亜綱に分類されている（第１０表）．このことは生物学的（特に殼形成のメカニズムにおいて）に興味
深いといえる．

第１０表：喜界島陸産貝類の１４年代異常値のまとめ

ｌａｎｄ-ｓｎａｉｌ ｓｐｅｃｌｅｓ

１４Ｃ年代異常
（ｙ「．）

平均値±１ぴ
（ｙ「．） １４Ｃ年代異常の有無 分類

Ｓ・ρ・ Ｓｒａ（ゴｙｂ∂ｅｎａｐ陥ｅｏｇｒａｍｍａ ２５０～１０６０ ６４０±３２０ 有り 有肺亜綱

Ｃｊぐ． Ｃｙｃ／ｏｐわｏｒｕｓｋ／ｋａ／ｅｎｓ／ｓ -２３０～６０ -１１０士１５０ 無し 前鯨亜綱

Ａｄ．ｋ． ｊ４ｃｕｓｌａｄｅｓｐｅｃｌａｌぐ／１ぐａ／ｅｎｓ／ｓ ３１０～７１０ ４５０±２２０ 有り 有肺亜綱

Ｃ．／． Ｃｏｎ／９／ｏｂｕｓ／ｅｗ／ｓ／／ ＞-５９０ - - 有肺亜綱

１．．ｒ Ｌｕｃわｕｅｎａｒｅｌ／ｃＵ／ａｌ∂ １２６０ - 有り 有肺亜綱
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